
1. メタ情報 
SEOタイトル​
 自宅でエステ級のリフトアップ！Dr.tengle(ドクターテングル)高周波美顔器で手軽に“たるみ改
善”を実現する方法 

ディスクリプション​
 40代女性の「フェイスラインのたるみ・しわ対策」に大好評の“Dr.tengle(ドクターテングル) 高周
波美顔器”。リフトアップやイオン導入、LEDケアなど多機能を備え、韓国レビュー評価4.8/5を獲
得。クラウドファンディングで1,300万円を達成し、オリーブヤングでも1位を記録した実績をもつ
話題の家庭用美顔器の効果と魅力を徹底解説します。 

キーワード設定 

●​ メインキーワード：​
 Dr.tengle(ドクターテングル) 高周波美顔器 

●​ サブキーワード：​
 リフトアップ、たるみ改善、イオン導入、LEDモード、小顔ケア、振動マッサージ、美肌効
果、コードレス充電、デュアルモード、エステ級ケア、高周波美顔器、低刺激 & 発熱制御 
(特許獲得)、垂直振動 900回/分 

●​ 関連キーワード：​
 しわ対策、ほうれい線、毛穴ケア、口コミ評判、使い方、効果、毎日ケア、時短美容、自
宅エステ、レビュー・感想、クラウドファンディング 1,300万円達成、オリーブヤング 1位、
家庭用デバイス / 家庭用美顔器、韓国レビュー評価4.8/5、時短美容 / 毎日5分ケア 

 

2. 記事構成 

＜First Opinion＞ 明確な意見提示（約25%） 

年齢を重ねるにつれて気になり始めるのが、フェイスラインのたるみやしわ、そして頬のハリ不足

です。エステに通えれば理想的ですが、忙しい現代女性にとって頻繁なサロン通いはなかなか難

しいもの。だからこそ、自宅で手軽に“エステ級のケア”を実現できる家庭用美顔器が注目されて
います。 

そんな中、最近大きな話題を集めているのが「Dr.tengle(ドクターテングル) 高周波美顔器」です。
この美顔器は、たるみ改善やリフトアップなどの効果が期待できるだけでなく、LEDモードやイオ
ン導入、振動マッサージなど多彩なモードを搭載。何より、韓国の美容先進国でレビュー評価

4.8/5を獲得し、さらにクラウドファンディングで1,300万円を達成した実績を持っています。 

要するに、忙しい40代女性が「若々しいフェイスラインをキープしたい」「毎日のケアを時短で完結
させたい」と願うなら、今回ご紹介するDr.tengle高周波美顔器は、投資の価値が十分にある一台
といえるでしょう。コードレス充電で使いやすく、特許を取得した低刺激＆発熱制御技術が取り入

れられているので、敏感肌にも配慮。使い方も簡単で、毎日5分ほどでケアできるのも魅力です。



自宅にいながら“エステ級の本格ケア”が叶う、まさに理想的な美顔器としてぜひ検討してみてくだ
さい。 

 

＜Reason＞ 論理的な理由説明（約25%） 

なぜ“Dr.tengle(ドクターテングル) 高周波美顔器”がたるみ改善やしわ対策に効果的と言われて
いるのか。それには3つの主な理由があります。 

1．高周波×イオン導入×LEDモードの複合ケア​
 まず、高周波（RF）は肌の深部に熱を与え、コラーゲンの生成を促すことで肌のハリを高めま
す。そこにイオン導入が組み合わさることで、美容液や化粧水の有効成分を肌奥までしっかり届

けることが可能。そしてLEDモードは肌のコンディションに合わせて使い分けることで、くすみ改善
や毛穴ケア、しわの目立ちにくさなど多方面からサポートしてくれます。 

2．低刺激＆発熱制御（特許取得）の安心設計​
 高周波を使う美顔器と聞くと、肌への刺激や火照り、乾燥などが気になる方も多いでしょう。しか
し本機は、特許を取得した独自の低刺激＆発熱制御技術を採用。敏感肌でも扱いやすく、毎日

使っても負担を感じにくい設計が施されています。適切な温度を保ちながら垂直振動900回/分の
マッサージ機能を搭載しているので、表情筋を刺激しながら肌への優しさも両立させています。 

3．家庭用なのにエステ級ケアが実現できるデュアルモード​
 多くの美顔器は単一機能が多いなか、Dr.tengle高周波美顔器ではエステサロンの施術にも近
い複合アプローチが可能です。リフトアップに特化したモードと、肌の引き締めや毛穴ケア、血行

促進をサポートするモードが使い分けられるので、その日の肌の状態や悩みに合わせて最適な

ケアができます。さらにコードレス充電方式で持ち運びが簡単なので、自宅だけでなく旅行先でも

気軽に“毎日5分ケア”を継続できる点も大きなメリットです。 

 

＜Evidence＞ 具体的な証拠提示（約25%） 

理想的な機能だけではなく、結果としての実績も重要。Dr.tengle(ドクターテングル) 高周波美顔
器は、以下のようなデータや事例で信頼性を高めています。 

1．クラウドファンディングで1,300万円を達成​
 発売当初から「低刺激なのにしっかり上がる」「時短美容に最適」と評判になり、応援購入サイト
で1,300万円以上の支援金を獲得。この数字は単なる人気以上に、実際に使用して満足度を感
じたユーザーが多かったことを示しているといえます。 

2．韓国オリーブヤングで1位を記録＆レビュー評価4.8/5​
 韓国コスメや美容器具が集まるビューティーストアの大手「オリーブヤング」の店頭とオンライン
で1位を獲得した実績があり、レビュー評価は4.8/5と非常に高水準を維持。実際に使った方々の
口コミとして「ほうれい線が薄くなった」「毛穴の開きが気にならなくなった」という具体的な変化が

多く報告されています。 

3．垂直振動900回/分と高周波のダブルアプローチ​
 独自の技術である垂直振動900回/分は、肌の奥まで効率的に刺激を与えながら表情筋ケアを



サポートします。さらに高周波による温熱作用で血行促進とコラーゲン生成をバックアップし、た

るみやしわ改善効果を高めます。これは専門家の意見や美容インフルエンサーのレビューでも

裏付けられており、「1日5分でエステ級の小顔ケアができるのは革命的」という声が多数上がっ
ています。 

4．低刺激＆発熱制御（特許取得）の技術的裏付け​
 特許を取得している発熱制御技術のおかげで、肌トラブルのリスクを極力抑えつつ、必要な熱エ
ネルギーをしっかり届けることができます。安全性への配慮が高く、使い続けるうえでも安心感を

得られるため、継続利用率の高さにもつながっているのです。 

 

＜Final Opinion＞ 意見の再確認と強化（約25%） 

ここまで見てきたように、Dr.tengle(ドクターテングル) 高周波美顔器は、忙しい40代女性が抱え
る「たるみ改善」「しわ対策」「毛穴ケア」などの悩みに応えるための複合的な機能を有し、しかも

家庭での手軽なケアを実現してくれる優秀なアイテムです。クラウドファンディングで1,300万円を
突破し、韓国の大手ビューティーストアで1位を記録するなど、多くのユーザーと専門家の支持を
得ていることも大きな安心材料でしょう。 

美顔器の導入を考えている方にとっては、「小顔ケアをしたいけどエステは高い」「毎日通う時間

もない」「でも年齢肌の悩みは諦めたくない」というジレンマの解決策となります。自宅エステ感覚

で“毎日5分”継続するだけで、リフトアップやたるみ・しわの改善、さらに透明感アップなど、美肌
効果を期待できます。 

特許取得の低刺激＆発熱制御技術を備えているので、敏感肌の方でも使いやすいのが大きな

ポイント。今まで美顔器にチャレンジして失敗した経験がある方でも、Dr.tengle高周波美顔器な
ら肌がピリピリしすぎる心配も少なく、コードレス充電でストレスフリーに続けられます。ぜひ新た

な美顔器選びの候補として、「Dr.tengle高周波美顔器」を検討してみてはいかがでしょうか。 

 

3. 補足情報 

データソース 

●​ クラウドファンディング達成額の引用：メーカー公式発表 
●​ 韓国レビュー評価、オリーブヤングランキング：オリーブヤング公式オンラインショップ 
●​ 美容インフルエンサーや一般ユーザーの口コミ：各種SNS、通販サイトレビュー 

参考文献 

●​ 日本美容皮膚科学会の発表論文（コラーゲン生成と高周波の関係） 
●​ 韓国美容関連サイトのLED美容ケアに関する調査レポート 

実践ステップ 

1.​ 洗顔・下準備：メイクや汚れをしっかり落とし、美容液や化粧水を肌に塗ってください。 



2.​ 美顔器のモード選択：高周波モード＋振動マッサージ、またはLEDモードなど、肌の状態
や悩みに応じて組み合わせを選びます。 

3.​ ケアの開始：フェイスラインや頬、目元、ほうれい線など気になる箇所を中心に、優しく当
てながら滑らせます。垂直振動900回/分と温感により、表情筋を効果的に刺激しましょ
う。 

4.​ 仕上げ：使用後は鎮静効果のある化粧水や乳液で保湿を。肌を休めることでより効果を
実感しやすくなります。 

5.​ 継続する：理想的には毎日5分程度のケアを続けると、リフトアップ効果やハリ感をより実
感できます。 

 

「Dr.tengle(ドクターテングル) 高周波美顔器」は、リフトアップ・たるみ改善・イオン導入・LEDモー
ド・振動マッサージなど、多彩な機能をワンステップで提供できる家庭用美顔器として、多くの利

用者から支持を集めています。40代以降の年齢肌ケアを効率的かつ確実にサポートしてくれる
頼もしい存在なので、ぜひご検討ください。 
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